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１ 出火日時 

１２月○○日 午後 7 時○○分 

 

２ 火災概要 

共同住宅の台所に設置してあるガスこんろのグリルから出火し，ガスこんろを焼損し

たもの。発見した住人が濡れ布巾等を被せたが効果がなく，119 番通報した。 

その後，住人が排気口から少量ずつ水を入れたところ，煙の勢いは弱まり，消防隊現

着後に消火となった。 

 

３ 原因概要 

グリルは週２～３回程度魚焼き等に利用されていたが，１カ月程度清掃されておらず，

グリル受け皿には調理に伴い発生した油脂等が蓄積していた。 

出火日，住人はいつもどおりグリルで調理したが，たまたま火を消し忘れ，これら蓄

積した油脂等に着火，火災となった。 
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グリル未清掃と消し忘れによる火災

▲ガスこんろの状況。グリル内には蓄積した油脂類が認

められる。 


